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一感謝をこめて一
学長 古 瀬卓男
昭和64年 3月には服飾美術科筒井京子教授及び佐野千佐教授，そして初等教育学科 林
清子教授及び久米寿美恵講師が就業規則の定める処により定年退職となる。
この研究紀要第23号は，紀要編集委員会のご配慮とj慣行に従って， 箇井教授の退官記念号と
されているが，私は，本学の歴史の中で苦楽をともにし，長年にわたって本学のために誠心誠
意つとめられた四人の先生方のご功績に対し，心から御礼を申しあげ，敬意を表する次第である。
筒井先生は，昭和23年3月，北海道ドレスメーカ一女学院師範科ζ卒業の後，昭和25年6月
より母校に教諭と して勤務され，昭和38年4月，本学創立とともに服飾美術科専任講師となら
れ，助教授 ・教授と昇任され今日に至っておられる。また，この間昭和49年 5月より推されて
学園評議員の重責を担われ， 現在まで4期15年にわたって学園の経営にも貢献されるなど， 39
年間に及ぶ本学園へのご功績は大なるものがある。
特に本学においては，第3代服飾美術科長 久野久仁先生のご病気により，昭和50年 1月よ
り学科長代理として，また同年4月1日より今日まで第4代田の学科長として14年間の長きに
わたって，教育 ・研究条件の整備充実など学科経営の重責を果たされたこ功績は忘れることの
できないものである。
社会的なご活動も多方面にわたっておられるが，特に昭和50年より53年までは，北海道家庭
科教育協会の副会長と して，その後55年までは会長と して活躍された。
また，昭和57年からは，日本服飾学会の理事に推され，服飾教育発展の指導的役割を果たし
てこられた。
服飾界の発展のために今後とも各方面でご活躍あらんことを願いながら，長年のご尽力に感
謝の念をこめてお送りしたい。
なお，先生の学問的業績とかお人柄等については，石垣和子教授，島貫真寿美教授が別に述
べられることとなっているので，そちらに譲ることとする。
佐野先生は，5年間の小学校訓導を経験された後，北海道 ドレスメーカ一女学院に入学され，
昭和22年11月師範科をご卒業，その後洋裁学校勤務を経て，再度母校に学び，昭和30年3月高
等師範科をご卒業になり，帯広 ・札幌において高等学校教諭と して教鞭を取っておられたが，
昭和40年4月本学服飾美術科の発展に伴い，故 浅井淑子先生に招かれて同科専任講師にご就
任になり，助教授 ・教授に昇任されて今日を迎えられた。
昭和16年以来の教職生活によって培われた豊かな教育経験を基礎に，教務委員 ・教職課程委
員等と して貴重なご提言によって本学の発展に寄与されたご功績はまことに大きなものがある。
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また， 昭和53年以来の道立教育研究所における高校教諭を対象とした，家庭科教育研修講座の
講師委嘱も故なしとしない。
奇しくも先生は， この第23号をも，紀要編集委員長としてまとめあげて下さった。
必ずしも万全とはいいがたい体調の中で，最後まで職務に精励された先生に感謝の念で一杯
である。
先生の今後一層のご自愛を祈りながらお送りしたい。
林先生は，昭和15年宮城女学院音楽専攻師範科に学ばれた後，北星学園家政専攻科をご卒業
になり，昭和18年以来旧制女学校，女子高等学校において音楽教師としての道を歩まれ，さら
に聖公会の牧師であられた今は亡き ζ夫君の関係で， 幼稚園主任教諭と して，特に幼児の音楽
教育についてもご造詣を深められた。
学園との関係は長く，昭和34年北海道ドレスメーカ一女学院講師として音楽を担当され，本
学では昭和38年4月より非常勤講師として一般教育の音楽を担当，さ らに昭和41年4月には専
任講師となられ，昭和44年初等教育学科の創設とともにその専任助教授に転じられ，その後教
授に昇任されて，初等教育学科の発展に寄与された。
また，社会的活動も目覚ま しく， 音楽に対する豊かな職見と，おおらかなお人柄によって多
くの合唱団に迎えられ，長年にわたって常任指揮者として，指導に当たられるなど音楽の普及
と教育のために貢献された。ご自愛下さって，今後一層のご活躍あらんことを願って送別の言
葉としたい。
久米先生は，昭和20年9月公立広島女子専門学校 （現広島女子大学）本科家事裁縫科をご卒
業の後，名門校の山口県立柳井高等学校教諭を経て，農村教育特に生活改良普及員養成で著名
な茨城県鯉測学園農村生活科講師に迎えられ，助教授に昇進されたが，19年間ご勤務の後退職
され， その間長く茨城県で社会教育にたずさわっておられた。
長年の教育経験によって，昭和48年4月本学初等教育学科の専任講師となられ，以来16年間
の長きにわたって，専門科目の 「家庭」を担当されるとともに，寄宿舎舎監を兼務されて，多
くの寮生と日夜寝食を共にして，その生活指導に当たられ，今日に至っている。
その聞の先生の連日のご心労の程がどんなものであったことか。只々感謝の念で一杯である。
最近ご体調も必ずしも万全ではない様であるが，ご自愛下さって，末長いご健勝をお祈り申
しあげたい。
最後にお許しを頂いて，いささか個人的な感想を申し述べたい。今年度もまた，長年にわたっ
て学園の，そして本学の発展のために尽くされた筒井先生始め四人の先生方をお送りしなけれ
ばならない。特に筒井 ・佐野 ・林の三先生は学園とのかかわりは私よりも長く，また，久米先
生のご在職も16年の長きにわたっていて，いづれの方も私自身いろいろと教えを頂いた先輩で
ある。 時の流れの早さに， 今更のように驚く とともに，心寂しく，惜別の念ひとしおである。
公私両面にわたるご厚誼に御礼申しあげるとともに， 重ねて各先生方の今後のご自愛とご健
勝を祈って筆をおく次第である。
